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  （百万円未満切捨て）

１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上収益 コア営業利益 営業利益 当期利益 

親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

当期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 850,239 14.8 90,337 37.2 93,921 40.5 55,038 25.9 53,340 29.2 12,025 △59.6 
2019年３月期 740,341 14.6 65,819 9.6 66,863 11.7 43,709 △13.9 41,291 △15.6 29,745 △31.8 

（参考）税引前利益 2020年３月期 79,133百万円（27.5％） 2019年３月期 62,083百万円（11.1％） 

コア営業利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（非経常項目）を除いて算出しております。
 

  
基本的１株当たり 

当期利益 
希薄化後 

１株当たり当期利益 
親会社所有者帰属持分 

当期利益率 
資産合計 

税引前利益率 
売上収益 

コア営業利益率 
  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2020年３月期 123.26 － 13.1 4.5 10.6 
2019年３月期 95.42 － 10.4 4.6 8.9 

 
（参考）持分法による投資損益 2020年３月期 3,533 百万円   2019年３月期 3,836 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 親会社の所有者に 
帰属する持分 

親会社所有者 
帰属持分比率 

１株当たり親会社 
所有者帰属持分 

  百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 1,751,732 440,693 409,344 23.4 945.91 
2019年３月期 1,771,015 435,854 406,602 23.0 939.56 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年３月期 150,084 △62,629 △46,242 100,005 
2019年３月期 98,685 △754,969 664,925 59,620 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

親会社所有者 
帰属持分配当率 

（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年３月期 － 12.00 － 13.00 25.00 10,822 26.2 2.7 
2020年３月期 － 14.00 － 14.00 28.00 12,121 22.7 3.0 
2021年３月期（予想） － 14.00 － 14.00 28.00   27.5   
 
３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 
  売上収益 コア営業利益 営業利益 当期利益 親会社の所有者に 

帰属する当期利益 
基本的１株当たり 

当期利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 830,000 △2.4 82,000 △9.2 82,000 △12.7 46,000 △16.4 44,000 △17.5 101.67 

（参考）税引前利益 通期 67,500百万円（△14.7％） 

 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 
除外 1社 （社名）旧 Rivoira S.r.l. 

（注）旧 Rivoira S.r.l.は、2020年３月20日付けで当社の子会社であるNippon Gases Italia Holding S.R.L.
に吸収合併されたことにより消滅しております。なお、当該吸収合併の効力発生後、Nippon Gases Italia 
Holding S.R.L.は、Rivoira S.r.l.に社名を変更しております。 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 
（注）詳細は、14ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変
更）」をご覧ください。 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 433,092,837 株 2019年３月期 433,092,837 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 339,139 株 2019年３月期 335,852 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 432,755,426 株 2019年３月期 432,758,655 株 

 

（参考）個別業績の概要 

１．2020年３月期の個別業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 216,006 0.6 15,636 △6.1 15,019 △26.3 17,066 △4.9 
2019年３月期 214,628 0.3 16,656 △5.9 20,385 △17.8 17,952 △16.8 

 

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2020年３月期 39.42 － 
2019年３月期 41.47 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 1,137,024 267,929 23.6 618.90 
2019年３月期 1,147,490 264,601 23.1 611.21 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 267,929 百万円   2019年３月期 264,601 百万円 

 

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については４ページ「１．経営成

績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。 

 

・当社は、2020年５月21日（木）に機関投資家、アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する

決算説明資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況 

（全般の概況） 

 当連結会計年度（2019年４月１日から2020年３月31日まで）における当社グループの事業環境は、米中貿易摩擦な

どの影響を受け、国内では、主要関連業界を中心に生産活動が弱まりました。エレクトロニクス関連においては、電

子材料ガスの出荷は、国内では前期並みでしたが海外では減少しました。一方、米国では製造業の生産活動は底堅

く、セパレートガス（酸素、窒素、アルゴン）の出荷は前期並みに推移しました。 

 しかし、当第４四半期連結会計期間後半から、新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡大し、当社グループにお

いても欧州ガス事業とサーモス事業の業績に影響が出ました。 

 このような状況の下、当連結会計年度における業績は、売上収益8,502億39百万円（前連結会計年度比 14.8％増

加）、コア営業利益903億37百万円（同 37.2％増加）、営業利益939億21百万円（同 40.5％増加）、親会社の所有者

に帰属する当期利益533億40百万円（同 29.2％増加）となりました。 

 なお、コア営業利益は営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）を除

いて算出しております。 

 

（事業別の概況） 

 セグメント業績は、次のとおりです。 

 なお、セグメント利益はコア営業利益で表示しております。 

 

① 国内ガス事業 

 産業ガス関連では、主力製品であるセパレートガスの売上収益は、主要関連業界である鉄鋼・非鉄・金属加工・

輸送機器及び化学向けを中心に前期に比べ減少しました。また、エレクトロニクス関連での電子材料ガスの売上収

益は、前期並みとなりました。機器・工事では、2018年10月に買収した医療機器販売会社アイ・エム・アイ㈱の収

益貢献がありました。 

 以上の結果、国内ガス事業の売上収益は、3,561億45百万円（前連結会計年度比 2.1％減少）、セグメント利益

は、287億37百万円（同 3.6％減少）となりました。 

 

② 米国ガス事業 

 産業ガス関連では、製造業での生産は堅調であり、バルクガスを中心に売上収益は増加しました。オンサイトで

は、化学メーカー向け等の新規案件の稼動が開始したことに加え、2019年２月に買収したHyCO事業※の貢献もあ

り、増収となりました。機器・工事では、エレクトロニクス関連での売上収益は減少しました。 

 以上の結果、米国ガス事業の売上収益は、1,988億69百万円（前連結会計年度比 6.2％増加）、セグメント利益

は、222億63百万円（同 42.4％増加）となりました。 

※天然ガス等から水蒸気改質装置などで分離される水素（H2）・一酸化炭素（CO）を、石油精製・石油化学産業な

どにパイプラインを通じて大規模供給する事業。 

 

③ 欧州ガス事業 

 スペインではオンサイトのガスが前年を下回りましたが、ドイツ、ベネルクス、北欧などでバルクガスを中心に

前期の売上収益を上回りました。そして、新型コロナウイルス感染症の拡大により、スペイン、イタリアなどでは

３月の売上収益が前年同月比で減収となりました。 

 以上の結果、欧州ガス事業の売上収益は、1,655億64百万円、セグメント利益は、248億54百万円となりました。

なお、2018年12月に米国Praxair, Inc.から買収した欧州事業を前第３四半期連結会計期間より当セグメントで開

示しております。 

 

④ アジア・オセアニアガス事業 

 産業ガス関連では、バルクガスの売上収益は、主に中国で減少したことに加え、フィリピン、タイでも減収とな

りました。ＬＰガスは、豪州での出荷は堅調でした。エレクトロニクス関連では、電子材料ガスの出荷は前期を下

回りましたが、機器・工事が大きく増加し、売上収益は増加しました。 

 以上の結果、アジア・オセアニアガス事業の売上収益は、1,045億41百万円（前年同期比 1.5％減少）、セグメ

ント利益は、99億52百万円（同 8.8％増加）となりました。 

 

⑤ サーモス事業 

 サーモス事業は、国内で前期より新たに投入したフライパンの販売に注力し、売上収益に貢献しましたが、長梅

雨や暖冬などの天候不順の影響により、主力のスポーツボトルや保温弁当箱の販売が低迷し、売上収益は前期を下

回りました。海外でも、日韓問題、香港でのデモ、米中貿易摩擦などによる景気減退の影響により、工場出荷は前
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期を下回りました。また、当第４四半期連結会計期間の後半には新型コロナウイルス感染症の拡大により、海外の

生産工場の稼働停止に加え、国内でのインバウンド需要も縮小し、販売数量が減少しました。 

 以上の結果、サーモス事業の売上収益は、251億18百万円（前年同期比 9.6％減少）、セグメント利益は、72億

24百万円（同 21.4％減少）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

 当連結会計年度末の資産合計は１兆7,517億32百万円で、前連結会計年度末比で192億82百万円の減少となっており

ます。為替の影響については、前連結会計年度末に比べ期末日レートがUSドルで２円16銭の円高、ユーロで５円１銭

の円高となるなど、約522億円少なく表示されております。

〔資産〕 

 流動資産は、現金及び現金同等物の増加や営業債権の減少等により、前連結会計年度末比で201億58百万円増加

し、3,673億２百万円となっております。 

 非流動資産は、のれんや無形資産の減少等により、前連結会計年度末比で394億40百万円減少し、１兆3,844億30百

万円となっております。

〔負債〕 

 流動負債は、社債及び借入金の減少等により、前連結会計年度末比で3,872億73百万円減少し、3,319億３百万円と

なっております。 

 非流動負債は、社債及び借入金の増加等により、前連結会計年度末比で3,631億52百万円増加し、9,791億35百万円

となっております。 

〔資本〕 

 資本は、親会社の所有者に帰属する当期利益の計上による増加や、利益剰余金の配当、在外営業活動体の換算差額

の減少等により、前連結会計年度末比で48億39百万円増加し、4,406億93百万円となっております。

 なお、親会社所有者帰属持分比率は23.4％で前連結会計年度末に比べ0.4ポイント高くなっております。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前利益、減価償却費及び償却費、法人所得税の支払額又は還付額等により、営業活動によるキャッシュ・フロ

ーは1,500億84百万円の収入となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得による支出、有形固定資産の売却による収入等により、投資活動によるキャッシュ・フローは

626億29百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金の純増減額、長期借入れによる収入、長期借入金の返済による支出等により、財務活動によるキャッシ

ュ・フローは462億42百万円の支出となりました。 

 これらの結果に、為替換算差額等を加えた当連結会計年度の現金及び現金同等物の期末残高は、1,000億５百万円

となりました。 

  2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 

 親会社所有者帰属持分比率

（％） 
40.7 38.0 41.5 23.0 23.4 

 時価ベースの親会社所有者 

 帰属持分比率（％） 
58.7 61.0 74.9 41.2 39.6 

 債務償還年数（年） 3.6 4.8 3.9 10.2 6.7 

 インタレスト・カバレッジ・レ

シオ（倍） 
19.9 16.6 16.7 15.3 12.8 

 （注）  親会社所有者帰属持分比率：親会社の所有者に帰属する持分／資産合計 

     時価ベースの親会社所有者帰属持分比率：株式時価総額／資産合計 

     債務償還年数：有利子負債／キャッシュ・フロー 

     インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。 
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３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま

す。 

有利子負債は、連結財政状態計算書に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

 

（４）今後の見通し 

 2021年３月期の連結業績予想は下表のとおりです。今後の見通しとして、新型コロナウイルス感染症の拡大による

世界経済の悪化は、翌第１四半期連結会計期間までは現在の状況が続くものの、翌第２四半期連結会計期間からは

徐々に回復が進み、翌第３四半期連結会計期間以降はほぼ正常化するものと仮定しています。この業績予想は、新型

コロナウイルス感染症の拡大の収束時期が見えない中で、足元の状況などから売上収益の減少リスクを織り込んで作

成しておりますが、実際の業績等は、今後の感染症拡大の状況などにより大きく異なる可能性があります。修正の必

要が生じた場合には、速やかに開示いたします。なお、業績予想の前提為替レートは、対米ドルは108円、対ユーロ

は120円を予想しています。

 

業績予想の算出にあたっては、2020年３月期業績との対比で主な利益増減要因を以下のとおり想定しています。 

 

・産業ガスおよびハードグッズの売上収益は、翌第１四半期連結会計期間では前年同期比15％程度の減少、翌第２四

半期連結会計期間では前年同期比10％程度の減少、翌第３四半期連結会計期間以降は前年同期並みになるものと想

定し、コア営業利益への影響額は地域ごとの利益率を勘案して算出しています。 

・エレクトロニクス関連の顧客の稼働については、現時点においては直接的な影響は大きくないことから、当初の想

定どおり、国内などで増収による増益を見込んでいます。 

・サーモス事業では、主に国内、中国、韓国で翌第１四半期連結会計期間を中心に新型コロナウイルス感染症の拡大

による業績への影響があるものと想定しています。 

 

  売上収益 コア営業利益 営業利益 当期利益

親会社の所有者

に帰属する当期

利益

2021年３月期

（億円）
8,300 820 820 460 440

2020年３月期

（億円）
8,502 903 939 550 533

増減

（％）
△2.4 △9.2 △12.7 △16.4 △17.5

 

コア営業利益の増減                                  （単位：億円） 
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、企業体質の充実、強化に向けた内部留保に意を用いつつ、安定的な配当の継続を基本に、連結業績との連

動を考慮した配当政策により、株主の皆様への還元に努めていきたいと考えております。

 この方針のもと、当期の期末配当は、１株当たり14円とさせていただく予定です。したがいまして、年間では中間

配当の１株当たり14円と合わせ、１株当たり28円となる予定です。また、次期の配当につきましては、１株当たり年

間28円（うち中間配当14円）を予定しております。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、資本市場における財務諸表の国際的な比較可能性の向上及びグループ内での会計処理の統一などを

目的とし、2017年３月期より国際会計基準（IFRS）を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書

      （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産      

流動資産      

現金及び現金同等物 59,620   100,005 

営業債権 197,952   179,243 

棚卸資産 66,288   65,886 

その他の金融資産 10,051   7,147 

その他の流動資産 13,231   15,020 

流動資産合計 347,143   367,302 

非流動資産      

有形固定資産 639,332   655,195 

のれん 437,722   419,290 

無形資産 253,897   232,077 

持分法で会計処理されている投資 34,434   32,065 

その他の金融資産 51,314   38,834 

退職給付に係る資産 1,773   1,358 

その他の非流動資産 720   971 

繰延税金資産 4,676   4,637 

非流動資産合計 1,423,871   1,384,430 

資産合計 1,771,015   1,751,732 
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      （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債及び資本      

負債      

流動負債      

営業債務 105,966   93,885 

社債及び借入金 533,925   154,980 

未払法人所得税 10,704   8,331 

その他の金融負債 41,818   51,525 

引当金 352   375 

その他の流動負債 26,410   22,805 

流動負債合計 719,177   331,903 

非流動負債      

社債及び借入金 466,206   807,611 

その他の金融負債 4,054   29,171 

退職給付に係る負債 12,377   12,952 

引当金 7,603   3,281 

その他の非流動負債 20,336   20,282 

繰延税金負債 105,403   105,835 

非流動負債合計 615,983   979,135 

負債合計 1,335,160   1,311,038 

資本      

資本金 37,344   37,344 

資本剰余金 53,116   56,387 

自己株式 △261   △268 

利益剰余金 339,393   379,322 

その他の資本の構成要素 △22,991   △63,441 

親会社の所有者に帰属する持分合計 406,602   409,344 

非支配持分 29,251   31,349 

資本合計 435,854   440,693 

負債及び資本合計 1,771,015   1,751,732 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

      （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 
 当連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

売上収益 740,341   850,239 

売上原価 △473,332   △522,680 

売上総利益 267,008   327,559 

       

販売費及び一般管理費 △204,789   △242,129 

その他の営業収益 4,748   10,623 

その他の営業費用 △3,940   △5,665 

持分法による投資利益 3,836   3,533 

営業利益 66,863   93,921 

       

金融収益 2,294   1,150 

金融費用 △7,074   △15,938 

税引前利益 62,083   79,133 

       

法人所得税 △18,373   △24,095 

当期利益 43,709   55,038 

       

当期利益の帰属      

親会社の所有者 41,291   53,340 

非支配持分 2,417   1,697 

       

１株当たり当期利益      

基本的１株当たり当期利益（円） 95.42   123.26 
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（連結包括利益計算書）

      （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 
 当連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当期利益 43,709   55,038 

       

その他の包括利益      

純損益に振り替えられることのない項目      

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する 

金融資産 
△2,485   △4,061 

確定給付制度の再測定 △623   △698 

持分法適用会社におけるその他の包括利益に 

対する持分 
1   33 

純損益に振り替えられることのない項目合計 △3,107   △4,727 

純損益に振り替えられる可能性のある項目      

在外営業活動体の換算差額 △7,955   △36,897 

キャッシュ・フロー・ヘッジの公正価値の純変動の 

有効部分 
△2,944   59 

持分法適用会社におけるその他の包括利益に 

対する持分 
43   △1,446 

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △10,856   △38,284 

税引後その他の包括利益合計 △13,963   △43,012 

当期包括利益 29,745   12,025 

       

当期包括利益の帰属      

親会社の所有者 27,532   10,996 

非支配持分 2,212   1,029 
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（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

      （単位：百万円） 

  資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

2018年４月１日残高 37,344 53,072 △256 305,400 

         

当期利益 － － － 41,291 

その他の包括利益 － － － － 

当期包括利益 － － － 41,291 

         

自己株式の取得 － － △5 － 

自己株式の処分 － 0 0 － 

配当 － － － △10,389 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ 43 － － 

企業結合又は事業分離 － － － － 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － － 3,070 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － － 

連結範囲の変動 － － － 20 

その他の増減 － － － － 

所有者との取引額等合計 － 43 △5 △7,298 

         

2019年３月31日残高 37,344 53,116 △261 339,393 

 

               

  その他の資本の構成要素 

親会社の 
所有者に 
帰属する 
持分合計 

非支配 
持分 

資本 
合計  

在外営業 
活動体の 
換算差額 

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ
の公正価値
の純変動の
有効部分 

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産 

確定給付制
度の再測定 合計 

2018年４月１日残高 △25,699 △38 16,632 － △9,105 386,457 25,614 412,072 

                 

当期利益 － － － － － 41,291 2,417 43,709 

その他の包括利益 △7,740 △2,944 △2,470 △602 △13,759 △13,759 △204 △13,963 

当期包括利益 △7,740 △2,944 △2,470 △602 △13,759 27,532 2,212 29,745 

                 
自己株式の取得 － － － － － △5 － △5 

自己株式の処分 － － － － － 0 － 0 

配当 － － － － － △10,389 △852 △11,242 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ － － － － 43 42 86 

企業結合又は事業分離 － － － － － － 2,265 2,265 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － △3,673 602 △3,070 － － － 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ 2,943 － － 2,943 2,943 － 2,943 

連結範囲の変動 － － － － － 20 49 69 

その他の増減 － － － － － － △80 △80 

所有者との取引額等合計 － 2,943 △3,673 602 △127 △7,387 1,424 △5,963 

                 

2019年３月31日残高 △33,440 △39 10,488 － △22,991 406,602 29,251 435,854 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

      （単位：百万円） 

  資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 

2019年４月１日残高 37,344 53,116 △261 339,393 

         

当期利益 － － － 53,340 

その他の包括利益 － － － － 

当期包括利益 － － － 53,340 

         

自己株式の取得 － － △7 － 

自己株式の処分 － 0 0 － 

配当 － － － △11,688 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ △264 － － 

企業結合又は事業分離 － 3,535 － － 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － － △1,893 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － － 

連結範囲の変動 － － － 171 

その他の増減 － － － △1 

所有者との取引額等合計 － 3,270 △7 △13,411 

         

2020年３月31日残高 37,344 56,387 △268 379,322 

 

               

  その他の資本の構成要素 

親会社の 
所有者に 
帰属する 
持分合計 

非支配 
持分 

資本 
合計  

在外営業 
活動体の 
換算差額 

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ
の公正価値
の純変動の
有効部分 

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産 

確定給付制
度の再測定 

合計 

2019年４月１日残高 △33,440 △39 10,488 － △22,991 406,602 29,251 435,854 

                 

当期利益 - - - - - 53,340 1,697 55,038 

その他の包括利益 △37,730 59 △3,983 △689 △42,343 △42,343 △668 △43,012 

当期包括利益 △37,730 59 △3,983 △689 △42,343 10,996 1,029 12,025 

                 

自己株式の取得 － － － - - △7 - △7 

自己株式の処分 － － － - - 0 - 0 

配当 － － － - - △11,688 △742 △12,431 

支配継続子会社に対する 

持分変動 
－ － － - - △264 318 54 

企業結合又は事業分離 － － － - - 3,535 1,950 5,485 

その他の資本の構成要素 

から利益剰余金への振替 
－ － 1,203 689 1,893 - - - 

その他の資本の構成要素 

から非金融資産等への振替 
－ － － - - - - - 

連結範囲の変動 － － － - - 171 5 177 

その他の増減 － － － - - △1 △464 △465 

所有者との取引額等合計 － － 1,203 689 1,893 △8,255 1,068 △7,186 

                 

2020年３月31日残高 △71,170 19 7,709 - △63,441 409,344 31,349 440,693 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

      （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 
 当連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前利益 62,083   79,133 

減価償却費及び償却費 56,111   83,798 

減損損失 1,459   1,948 

受取利息及び受取配当金 △1,402   △1,150 

支払利息 7,072   13,895 

持分法による投資損益（△は益） △3,836   △3,533 

有形固定資産及び無形資産除売却損益（△は益） △582   △6,479 

営業債権の増減額（△は増加） △20   14,209 

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,883   △844 

営業債務の増減額（△は減少） 2,469   △10,195 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △470   △416 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 588   689 

その他 △2,376   7,019 

小計 116,214   178,073 

利息の受取額 250   244 

配当金の受取額 4,718   4,912 

利息の支払額 △6,445   △11,738 

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払） △16,052   △21,407 

営業活動によるキャッシュ・フロー 98,685   150,084 

投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出 △74,152   △72,810 

有形固定資産の売却による収入 2,649   8,409 

投資の取得による支出 △1,494   △535 

投資の売却及び償還による収入 8,740   3,023 

子会社の取得による支出 △638,731   △15 

子会社の売却による収入 －   1,586 

事業譲受による支出 △50,899   △182 

その他 △1,080   △2,105 

投資活動によるキャッシュ・フロー △754,969   △62,629 
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      （単位：百万円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

 
 当連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少） 433,773   △414,640 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 12,000   8,000 

長期借入れによる収入 179,028   393,994 

長期借入金の返済による支出 △37,720   △62,148 

社債の発行による収入 107,035   49,736 

社債の償還による支出 △15,000   － 

リース負債の返済による支出 △2,214   △8,646 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得によ

る支出 
△169   △55 

配当金の支払額 △10,389   △11,688 

非支配持分への配当金の支払額 △852   △742 

その他 △565   △51 

財務活動によるキャッシュ・フロー 664,925   △46,242 

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響 3,128   △1,096 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 11,770   40,116 

現金及び現金同等物の期首残高 47,809   59,620 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額

（△は減少） 
40   268 

現金及び現金同等物の期末残高 59,620   100,005 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

 当社グループが、当連結会計年度より適用している主な基準書及び解釈指針は、以下のとおりであります。 

基準書及び解釈指針 新設・改訂の概要

IFRS第16号 リース

 リースの取り扱いに関する会計処理及び開示方法についての改訂

を定めたものであります。

 主に、単一モデルとして、リース期間が12ヶ月を超える全ての借

手のリースについて、原則としてその資産の使用権と支払いに伴う

債務を財務諸表に反映することを求めております。

 IFRS第16号を適用することにより、本基準の適用開始日において、当社グループのリース関連の資産の帳簿価額

が341億円増加し、同時にリース負債が346億円増加しております。なお、使用権資産は有形固定資産に、リース負

債はその他の金融負債（非流動および流動）に含めて表示しております。 

 IFRS第16号の適用にあたっては、経過措置として認められている、本基準の適用による累積的影響を適用開始日

に認識する方法を採用しておりますが、本基準の適用開始日における累積的影響額はありません。 

 

（セグメント情報）

(1) 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。なお、報告にあたって事業セグメントの集約は行っておりません。 

 

 当社グループは、鉄鋼、化学、エレクトロニクス産業向けなどに国内外でガス事業を行っており、主要製

品に関しては、日本、米国、欧州、アジア・オセアニアの各地域において、それぞれ生産・販売体制を構築

しております。また、ステンレス製魔法瓶など家庭用品の製造・販売などの事業も行っております。したが

って、当社は、「国内ガス事業」「米国ガス事業」「欧州ガス事業」「アジア・オセアニアガス事業」「サ

ーモス事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 

 各報告セグメントの主要な製品は以下のとおりであります。 

報告セグメント 主要な製品・サービス 

国内ガス事業 酸素、窒素、アルゴン、炭酸ガス、ヘリウム、水素、アセチレン、ガス関連

機器、特殊ガス（電子材料ガス、純ガス等）、電子関連機器・工事、半導体

製造装置、溶断機器、溶接材料、機械装置、ＬＰガス・関連機器、医療用ガ

ス（酸素、亜酸化窒素等）、医療機器、安定同位体 

米国ガス事業 

欧州ガス事業 

アジア・オセアニアガス事業 

サーモス事業 家庭用品 

 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している方法と同一

であります。なお、セグメント間の内部売上収益又は振替高は、主に市場実勢価格に基づいております。 
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(2) 報告セグメントごとの売上収益及び損益の金額に関する情報 

 

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

連結 
 

国内ガス 
事業 

米国ガス 
事業 

欧州ガス 
事業 

アジア・ 
オセアニア 
ガス事業 

サーモス 
事業 

合計 

売上収益                

外部顧客への売上収益 363,951 187,323 55,101 106,164 27,800 740,341 － 740,341 

セグメント間の内部 

売上収益又は振替高 
8,177 14,426 － 3,813 37 26,454 △26,454 － 

計 372,129 201,749 55,101 109,977 27,837 766,795 △26,454 740,341 

セグメント利益（注２） 29,808 15,634 6,567 9,149 9,189 70,350 △4,531 65,819 

その他の項目                

減価償却費及び償却費 18,077 21,710 8,855 6,257 1,090 55,992 118 56,111 

減損損失 97 － － 1,340 － 1,438 － 1,438 

持分法による投資損益 52 △121 △6 △10 3,923 3,835 0 3,836 

（注）１．セグメント利益の調整額△4,531百万円には、セグメント間取引消去△237百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,598百万円及び欧州事業の取得関連費用△2,695百万円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに配分していない基礎研究費用等です。 

２．セグメント利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）

を除いて算出したコア営業利益で表示しております。 

 

当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

連結 
 

国内ガス 
事業 

米国ガス 
事業 

欧州ガス 
事業 

アジア・ 
オセアニア 
ガス事業 

サーモス 
事業 

合計 

売上収益                

外部顧客への売上収益 356,145 198,869 165,564 104,541 25,118 850,239 － 850,239 

セグメント間の内部 

売上収益又は振替高 
10,272 17,480 166 3,088 24 31,032 △31,032 － 

計 366,418 216,350 165,731 107,629 25,143 881,272 △31,032 850,239 

セグメント利益（注２） 28,737 22,263 24,854 9,952 7,224 93,032 △2,695 90,337 

その他の項目                

減価償却費及び償却費 18,924 28,749 27,732 6,732 1,226 83,365 433 83,798 

減損損失 38 － － － － 38 － 38 

持分法による投資損益 280 △123 △23 63 3,372 3,569 △0 3,569 

（注）１．セグメント利益の調整額△2,695百万円には、セグメント間取引消去△853百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,841百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していな

い基礎研究費用等です。 

２．セグメント利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益（事業撤退や縮小から生じる損失等）

を除いて算出したコア営業利益で表示しております。 
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 セグメント利益から、税引前利益への調整は、以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 
 

 
前連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2019年４月１日 
至 2020年３月31日） 

セグメント利益 65,819 90,337

 固定資産売却益 1,336 6,490 

 持分法による投資損益 － △35

 減損損失 △20 △1,910

 その他 △272 △960

営業利益 66,863 93,921

 金融収益 2,294 1,150

 金融費用 △7,074 △15,938

税引前利益 62,083 79,133

 

（１株当たり情報）

 基本的１株当たり当期利益及びその算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2019年４月１日 
至 2020年３月31日） 

親会社の所有者に帰属する当期利益（百万円） 41,291 53,340

期中平均株式数（千株） 432,758 432,755

基本的１株当たり当期利益（円） 95.42 123.26

（注） なお、希薄化後１株当たり当期利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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2020年3月期
決算補足資料

大陽日酸株式会社
2020年5月12日
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1）業績予想概要
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1）売上収益開示区分

2）非経常収益・費用明細

3）要約キャッシュ・フロー計算書（連結）

4）要約財政状態計算書（連結）

5）重要経営指標（連結）

6）事業別売上収益割合

7）大陽日酸のガス供給体制



１－１．業績概要

3

7,403 8,502 +1,099 8,550
+14.8%

658 903 +245 915
8.9% 10.6% +37.2% 10.7%

非経常損益 10 35 +25 35

668 939 +271 950
9.0% 11.0% +40.5% 11.1%

金融損益 -47 -147 -100 -145

税引前利益 620 791 +171 805

法人所得税 -183 -240 +57 -245

当期利益 437 550 +113 560

(当期利益の帰属)

412 533 +121 540
5.6% 6.3% +29.2% 6.3%

非支配持分に帰属する当期利益 24 16 -8 20

20/3月期

通期実績

　　　利益率

親会社の所有者に帰属する当期利益

19/3月期

通期実績

　　　利益率

20/3月期

通期予想

（2/5発表）

　　　利益率

前期比

        増減率

売上収益

営業利益

単位：億円

コア営業利益

単位：円 USD（米ドル） EUR（ユーロ） AUD（豪ドル）
前期 111.07 125.70 80.77
当期 108.95 120.85 73.81

適用為替レート（期中平均レート）

2019年3月期 実績にて、欧州事業の取得関連費用（アドバイザリー費用等）として27億円を計上しました。



１－１．業績概要

4

【売上収益】

【営業利益】

単位：億円
19/3月期

通期実績

20/3月期

通期実績
増減率

20/3月期

通期予想
(2/5発表)

国内ガス事業 3,639 3,561 -2.1% 3,600

米国ガス事業 1,873 1,988 +6.2% 1,990

欧州ガス事業 551 1,655 - 1,640

アジア・オセアニアガス事業 1,061 1,045 -1.5% 1,050

サーモス事業 278 251 -9.6% 270

合　計 7,403 8,502 +14.8% 8,550

単位：億円
19/3月期

通期実績

20/3月期

通期実績
増減率

20/3月期

通期予想
(2/5発表)

国内ガス事業 298 287 -3.6% 278

米国ガス事業 156 222 +42.4% 220

欧州ガス事業 65 248 - 250

アジア・オセアニアガス事業 91 99 +8.8% 107

サーモス事業 91 72 -21.4% 82

消去又は全社* -45 -26 - -22

コア営業利益　計 658 903 +37.2% 915

非経常損益 10 35 - 35

営業利益 668 939 +40.5% 950

*2019年3月期 実績「消去又は全社」にて、欧州事業の取得関連費用（アドバイザリー費用等）として27億円が含まれていました。



１－２．セグメント別業績：国内ガス事業

5

・バルク・オンサイト（セパレートガス）：主要関連業界

（鉄鋼、非鉄、輸送機器、金属加工、化学）を中心に減少

・ガス関連・プラント他（メディカル）：

医療機器販売会社アイ・エム・アイ社買収による寄与

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・バルク・オンサイト（セパレートガス）：減収による減益

・医療機器販売会社アイ・エム・アイ社買収による寄与

・経費：人件費等によるコスト増加

単位：億円
19/3月期

通期

20/3月期

通期
増減率

セパレートガス 他 155 155 +0.0%

パッケージ 小計 155 155 +0.0%

セパレートガス 505 481 -4.6%

炭酸ガス 233 227 -2.7%

ヘリウム 44 46 +3.8%

その他ガス 99 100 +0.4%

バルク 小計 883 855 -3.1%

セパレートガス 750 711 -5.2%

その他ガス 69 64 -7.0%

オンサイト 小計 819 775 -5.4%

335 290 -13.3%

257 264 +2.5%

小計 2,451 2,342 -4.5%

ガス関連・プラント 他 713 777 +9.0%

エレクトロニクス関連 206 195 -5.3%

溶接・溶断関連 268 246 -8.2%

小計 1,187 1,219 +2.6%

3,639 3,561 -2.1%

298 287 -3.6%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト



１－２．セグメント別業績：米国ガス事業

6

・バルク：セパレートガスを中心に出荷は堅調。

炭酸ガスは新規工場稼動開始により出荷増

・オンサイト：新規案件の稼動開始。

HyCO事業買収による貢献

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・セパレートガスを中心に産業ガス関連は全般的に堅調

・バルクガスの製造及び物流コストの増加

・HyCO事業買収による貢献

※為替換算による影響：売上収益 ▲35.7 億円 セグメント利益 ▲3.0億円

単位：億円
19/3月期

通期

20/3月期

通期
増減率

セパレートガス 他 465 465 +0.0%

パッケージ 小計 465 465 +0.0%

セパレートガス 357 365 +2.4%

炭酸ガス 239 255 +6.4%

ヘリウム 58 59 +2.5%

その他ガス 109 111 +1.7%

バルク 小計 764 791 +3.6%

セパレートガス 80 98 +22.9%

その他ガス 26 133 －

オンサイト 小計 107 232 +116.2%

53 44 -16.4%

70 63 -10.3%

小計 1,461 1,597 +9.3%

エレクトロニクス関連 49 49 -0.4%

溶接・溶断関連 361 341 -5.7%

小計 411 391 -5.0%

1,873 1,988 +6.2%

156 222 +42.4%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト



１－２．セグメント別業績：欧州ガス事業

7

単位：億円
19/3月期

通期

20/3月期

通期

セパレートガス 他 101 308

パッケージ 小計 101 308

セパレートガス 136 393

炭酸ガス 82 265

ヘリウム 22 83

その他ガス 38 117

バルク 小計 279 859

セパレートガス 80 223

その他ガス 13 37

オンサイト 小計 94 260

28 82

小計 503 1,511

ガス関連・プラント 他 38 114

溶接・溶断関連 9 29

小計 47 143

551 1,655

65 248セグメント利益

特殊ガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト

2018年12月に米国Praxair, Inc.から買収した欧州事業の業績を「欧州ガス事業」で開示しています。
（2019年3月期通期実績は、2018年12月から2019年3月までの4ヶ月の業績です）

なお、買収した欧州事業の取得日が2018年4月1日だったと仮定した場合の2018年4月1日から2019年3月31日の
売上収益は1,634億円であり、前期比 +1.4%増加となります。
（この円貨換算での適用為替レートは、2020年3月期通期実績 120.85円/ユーロを用いております）

スペインではオンサイトの売上収益が前期に比べ減収となりましたが、ドイツ、ベネルクス、北欧などでは、
バルクを中心に増収となりました。しかし、COVID-19の感染拡大により、スペイン、イタリアなどでは、
2020年3月度の売上収益は前年同月比で減収となりました。

※為替換算による影響：売上収益 ▲21.2億円 セグメント利益 ▲2.5億円



１－２．セグメント別業績：アジア・オセアニアガス事業

8

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

※為替換算による影響：売上収益 ▲39.1億円 セグメント利益 ▲4.1億円

単位：億円
19/3月期

通期

20/3月期

通期
増減率

セパレートガス 他 39 35 -8.1%

パッケージ 小計 39 35 -8.1%

セパレートガス 184 158 -14.2%

炭酸ガス 16 19 +12.6%

ヘリウム 48 57 +18.9%

その他ガス 29 27 -6.7%

バルク 小計 279 262 -6.1%

セパレートガス 36 37 +2.1%

オンサイト 小計 36 37 +2.1%

141 141 -0.0%

289 274 -5.3%

小計 785 750 -4.4%

ガス関連・プラント 他 178 174 -2.2%

エレクトロニクス関連 48 68 +42.2%

溶接・溶断関連 49 52 +4.5%

小計 275 294 +6.7%

1,061 1,045 -1.5%

91 99 +8.8%セグメント利益

特殊ガス

ＬＰガス

売上収益

機器・工事 他

ガス

売上収益 合計

バルク

パッケージ

オンサイト

*1 インドネシアで進めている天然ガス液化事業*2において、原燃料を取り巻く市場環境が大きく変化し、
将来の収益性が低下したため、当該事業に供する資産の減損処理を行いました。

*2 インドネシアの電力会社から委託を受けて、発電用天然ガスを液化してインドネシアの離島に輸送する事業

・バルク（セパレートガス）：主に中国で大きく減少

・LPガス：豪州での販売は順調

・特殊ガス：電子材料ガスの出荷減

・エレクトロニクス関連機器・工事：台湾で大きく増加

・豪州でのLPガス事業の採算が改善

・電子材料ガスの減収による減益

・Leeden NOXでの天然ガス液化事業で前期4Qに計上した

減損13億円の剥落*1



１－２．セグメント別業績：サーモス事業
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・国内：冷夏・暖冬（天候不順）、COVID-19感染拡大による

主要製品の販売数量減。フライパンの拡販

・海外：韓国での販売環境の大きな変化。

COVID-19感染拡大による生産工場の稼働率低迷

売上収益増減要因 セグメント利益増減要因

・国内：減収による減益

・海外：韓国での減収による減益。

生産工場の稼働率低下による減益。

持分法適用会社の販売は低調

単位：億円
19/3月期

通期

20/3月期

通期
増減率

国内 220 218 -0.9%

海外 57 32 -43.1%

売上収益 合計 278 251 -9.6%

91 72 -21.4%セグメント利益

売上収益

※為替換算による影響：売上収益 ▲3.0億円 セグメント利益 ▲1.0億円



２－１．2021年3月期 業績予想概要
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8,502 8,300 -202
-2.4%

903 820 -83
10.6% 9.9% -9.2%

非経常損益 35 0 -35

939 820 -119
11.0% 9.9% -12.7%

金融損益 -147 -145 +2

税引前利益 791 675 -116

法人所得税 -240 -215 -25

当期利益 550 460 -90

(当期利益の帰属)

533 440 -93
6.3% 5.3% -17.5%

非支配持分に帰属する当期利益 16 20 +4

親会社の所有者に帰属する当期利益

20/3月期

通期実績

　　　利益率

21/3月期

通期予想

　　　利益率

前期比

        増減率

売上収益

営業利益

単位：億円

コア営業利益

単位：円 USD（米ドル） EUR（ユーロ）
2021年3月期 想定 108 120
2020年3月期 実績 108.95 120.85

適用為替レート（期中平均レート）
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（参考資料）



売上収益開示区分
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セグメントごとの売上収益開示区分の内訳は下記の図表の通りです。

開示区分 内容

ガス 酸素、窒素、アルゴンをはじめとする産業ガス、ＬＰガス、特殊ガス

パッケージ お客さまに充填容器（シリンダー）を配送し、ガスの利用方法に応じて供給する形態

セパレートガス 他 セパレートガス（大気から分離して製造する酸素・窒素・アルゴン）を含む、すべてのガス

バルク お客さまの構内に液化ガスの貯槽を設置して、ガスの利用方法に応じて供給する形態

セパレートガス 酸素、窒素、アルゴン

炭酸ガス 炭酸ガス、ドライアイス

ヘリウム ヘリウムガス

その他ガス 水素などのその他のガス

オンサイト お客さまの隣接地に生産工場を設置して、配管を直接繋いで、常時供給する形態

セパレートガス 酸素、窒素、アルゴン

その他ガス 水素、一酸化炭素などのその他のガス

ＬＰガス プロパンガス、ブタンガス

特殊ガス 半導体や液晶パネルの製造工程で使用される電子材料ガス、標準ガス、高純度ガスなど

機器・工事 他 ガス利用時の付帯設備、ガス純度を上げるための精製設備、設備据付工事など

ガス関連・プラント 他 供給設備・除害装置などのガス関連機器、空気分離装置（Air Separation Unit）など

エレクトロニクス関連 エレクトロニクス向けの設備据付・配管工事、不純物を除去する精製装置など

溶接・溶断関連 ガス溶接・溶断を含む金属加工で利用される機器・器具類、溶接棒など（ハードグッズ）



非経常収益・費用明細
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明細 金額 明細 金額

国内土地売却益 13億円 国内土地売却益等 65億円

その他 -3億円 alfi事業再構築関連費用（サーモス） -5億円

関係会社事業整理に伴う減損損失等 -24億円

合計 10億円 合計 35億円

19/3月期 通期実績 20/3月期 通期実績

【非経常収益・費用明細】

コア営業利益 658 903 +245

非経常損益 10 35 +25

営業利益 668 939 +271

19/3月期

通期実績

20/3月期

通期実績
前期比単位：億円



要約キャッシュ・フロー計算書（連結）
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税引前利益 620 791 +171

減価償却費・償却費 561 837 +276

運転資金増減 -24 31 +55

その他 -170 -160 +10

①営業活動によるキャッシュ・フロー 986 1,500 +514

設備投資 -741 -728 +13

投融資 -6,911 -7 +6,904

その他（資産売却 等） 103 109 +6

②投資活動によるキャッシュ・フロー -7,549 -626 +6,923

フリー・キャッシュ・フロー（①＋②） -6,562 874 +7,436

9,457 8,983 -474

1.54 1.45 -0.09

19/3月期

通期実績

20/3月期

通期実績
前期比単位：億円

調整後ネットD/Eレシオ

純有利子負債

純有利子負債：有利子負債 － 現金及び現金同等物

調整後ネットD/Eレシオ：（純有利子負債－資本性負債*1）／（親会社の所有者に帰属する持分+資本性負債*1）

*1 資本性負債：ハイブリッドファイナンス*2で調達した負債のうち、格付機関から資本性の認定を受けた額（調達額の50%）

*2 ハイブリッドファイナンス：負債でありながら、利息の任意繰延、超長期の返済期限、清算手続き及び倒産手続きにおける劣後性等の
資本に類似した特徴を有しているファインナンス形態



要約財政状態計算書（連結）
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現金及び現金同等物 596 1,000 +404

営業債権 1,979 1,792 -187

棚卸資産 662 658 -4

その他 232 221 -11

流動資産 合計 3,471 3,673 +202

有形固定資産* 6,393 6,551 +158

のれん 4,377 4,192 -185

無形資産 2,538 2,320 -218

その他 929 778 -151

非流動資産 合計 14,238 13,844 -394

資産 合計 17,710 17,517 -193

19/3月期

期末実績

20/3月期

 期末実績

比較

差異
単位：億円

有利子負債* 10,054 9,983 -71

営業債務 1,059 938 -121

その他 2,237 2,187 -50

負債 合計 13,351 13,110 -241

資本金・剰余金等 4,295 4,727 +432

その他の資本の構成要素 -229 -634 -405

4,066 4,093 +27

292 313 +21

資本 合計 4,358 4,406 +48

負債・資本 合計 17,710 17,517 -193

非支配持分

19/3月期

期末実績

20/3月期

期末実績

比較

差異

親会社の所有者に帰属する持分

* IFRS第16号（リース）を適用することにより、本基準の適用開始日において、当社グループのリース関連の資産の帳簿価額が341億円増加し、同時にリース負債が346億円増加しております。



重要経営指標（連結）
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19/3月期

期末実績

20/3月期

期末実績

21/3月期

期末予想

基本的１株当たり当期利益 95.42円 123.26円 101.67円

海外売上収益比率 47.9% 55.5% -

ROE 10.4% 13.1% 10.4%

ROCE 6.2% 6.4% 5.8%

一株当たり年間配当金 25円 28円 28円

配当性向 26.2% 22.7% 27.5%

設備投資（資金ベース） 741.52
億円

728.10
億円

941.00
億円

投融資* 6,911.26
億円

7.33
億円

-

減価償却費 561.11
億円

837.98
億円

860.00
億円

有利子負債残高 10,054.02
億円

9,983.89
億円

9,704.00
億円

純有利子負債残高 9,457.82
億円

8,983.84
億円

8,818.00
億円

* 上記で開示している「投融資」は、投資活動によるキャッシュ・フローの投融資（投資有価証券の取得、子会社株式の取得、事業譲受）です。



事業別売上収益割合
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（サーモス事業除く）

84%

3%

13%

2020年3月期 通期
欧州

1,655億円

61%
22%

8%

9%

2020年3月期 通期
日本

3,561億円

84%

8%

6%
2%

2020年3月期 通期
米国

1,988億円

43%

41%

3%

13%

2020年3月期 通期
アジア・オセアニア

1,045億円
産業ガス

69%

エレクトロニクス

17%

メディカル

8%

エネルギー

6%

2020年3月期
通期 全体

8,251億円
（除くサーモス）



大陽日酸のガス供給体制
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空気分離装置(ASU)

CE
蒸発器

液化ガスローリー
（バルク）

パイプラインで供給
（オンサイト）

パッケージガス

充填所

お客さま

・鉄鋼・非鉄金属
・エレクトロニクス
・石油・化学
・自動車・機械
・ガラス・製紙
・医療
・食品
・その他

酸素 窒素
アル
ゴン

シリンダーによる供給
（パッケージガス）

パッケージ
ガス デュワー瓶

（液体）炭酸
ガス 水素 ヘリ

ウム

ＬＰ
ガス

特殊
ガス

アセチ
レン

酸素 窒素
アル
ゴン

酸素 窒素
アル
ゴン

タンクローリー、シリンダーに
よる供給（バルク、パッケージガス）

化学工場の
オフガス

海外からコン
テナ等で輸入

セパレートガス

その他のガス

酸素 窒素
アル
ゴン

炭酸
ガス 水素 ヘリ

ウム

ＬＰ
ガス

特殊
ガス

アセチ
レン



注意事項
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●本資料は、証券取引上のディスクロージャー資料ではなく、
その情報の正確性、完全性を保証するものではございません。

●また、本資料には将来に関する計画や戦略、業績に関する
予想や見通しが記述されております。これらは現時点で
入手可能な情報により当社が判断、想定したものであり、
実際の業績はさまざまなリスクや不確実性（経済動向、
市場需要、為替レート、税制や諸制度などがございますが、
これらに限りません）を含んでおります。

●このため、現時点での見込みとは異なる可能性がございます
ことをお含みおきいただき、本資料のみに依拠して投資判断
されますことはお控え下さいますよう、お願い致します。


